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1．はじめに
　ニホンウナギは海洋環境の変動や生息環境などによって、シラスウナギ（ニホンウナギの稚魚）の漁
獲量が変化するため、市場価格の変化が激しい水産物である。ウナギは夏バテ、食欲減退防止の効果が
期待されることから、日本国内においては夏の「土用の丑の日」に多く消費される。ウナギは絶滅危惧
ⅠB 類（EN）に指定されているにも関わらず、店頭販売における売れ残りなどを理由に大量に廃棄さ
れていることが問題となっている［1］。近年、スーパーマーケットやコンビニエンスストアにおいては、
多量廃棄を削減するために数量限定の予約販売が行われている。予約販売では、必要な量だけ生産する
ため、廃棄の削減に有効である。また、早期予約という消費者の不便に対して割引価格を設定すること
で定価での店頭販売との価格差別化を図る企業も存在する。予約販売はウナギに限らず、クリスマスケ
ーキやお節、恵方巻きなどの季節商品に対しても導入されている。
　ニホンウナギについては廃棄問題だけでなく絶滅の危機にあることも重要な問題である。さらに、日
本国産のニホンウナギが少ないときには、国外からの輸入で補っているが、シラスウナギの輸出が禁止
される台湾からの密輸や原産地が偽装表示されたウナギが日本国内に流通しているなどの問題も生じて
いる［2］［3］。ニホンウナギを利用する主要な国・地域はウナギの資源管理を目的として、シラスウナギの
池入れ量（以下では「池入れ数量」と呼ぶ）を制限しているが、いまなお、ニホンウナギは減少傾向に
あり、かつウナギが日本国内で大量に消費されるため、今後も持続的に日本国内の需要を満たすには困
難であることが予想される。ニホンウナギを守り未来へ引継ぐためには、シラスウナギの漁獲量の不確
実性の下で、小売業者と生産業者の経営の安定化を図りつつ、シラスウナギの資源管理を行う必要があ
るといえる。
　本研究はウナギ資源の持続的利用に向けたサプライチェーン（SC: Supply chain）の現状把握と数理
モデルによる定量的な分析を行う。まず、シラスウナギとニホンウナギの流通を調査し、SC の現状を
把握する。次に、生産業者と小売業者の SC モデルを構築する。第 1 段階では、小売業者の収益最大化
を目的に最適な予約期間内の販売数を求める。第 2 段階では、小売業者と生産業者との契約モデルを定
式化することで、ニホンウナギの供給に関する不確実性と顧客需要の不確実性の双方を考慮した最適な
シラスウナギの池入れ数量を求める。さらに、数値計算によって、予約販売と卸売契約がどの程度、池
入れ量の削減と総期待利益に有効であるかを検証する。

2．ニホンウナギの SC について
2.1　ニホンウナギの養殖
　水産庁が発表した、「ウナギをめぐる状況と対策について」［2］によると、ウナギ科ウナギ属に属する
ニホンウナギ（Anguilla Japonica）は、東アジアで主に捕獲および養殖されている。近年の研究により、
ニホンウナギは、5 年から 15 年間川や河口域で生活した後、海へ下り、日本から遠く離れたマリアナ
諸島付近の海域で産卵して死亡することが明らかになっている。孵化したシラスウナギは黒潮に乗って
11 月～翌年 4 月頃に東アジアの沿岸に辿り着き、日本、中国、台湾等を含めた東アジア全域で採捕され、
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